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概要　不 妊症 42例 の 108周期に つ い て 排 卵周辺期 の 種 々 の 所見の 関連性を検討 し た．基礎体温 の 低温最

終 日をOdayとし ，

− 3day から十 3day の 超 音波断層法 に よ る 卵胞最大径 ，
血 中 Estradiol（E2），

　Luteiniz・
ing　Hortnone（LH ），頸管粘液 の 量，シ ダ様結 晶度を調べ

， 排卵時期 の 予測 ， 人工 授精 の タ イ．ミ ン グに

つ い て 考察を加 えた ．

　1）超音波断層法に よ る卵胞検 出率 は 85周期中83周期 （97．6％）， 163回 中158回 （96，9％） で あつ た．
卵胞最大径は 十 1day で 最高値を示 し，25．20± 3．06 （mean ± SD 以下 同 じ）n ＝ 26で あつ た ，

　2）超音波診断か ら
“
排卵

”
を確認 し得た の は 12例 で ，そ の 時期 は Oday か ら 十2day に 認 め られ ， 排

卵前 日 の 卵胞直径は 24．00± 3，10， n ＝12で あつ た．

　3）血 中 E2は 一2　day か ら
一1　day に 400pg／m1 以上 の 高値を示 し ， 血中 LH は Oday に peak を示 し

た．

　4）頸管粘液量 は 自然排卵 の と き一2day か ら 十 1　day に か けて 100mm3 以上 が 33／37 （89．19％）に認
め られ，ク P ミ フ ェ ソ 使用例 で は 量 の 低 下 を 認め た ．頸管粘液の 結晶度が （卅 ）以上を示 した の は Oday
に最 も多 く，そ

．
の 率は 23／28 （82．1％）で あつ た．

　5）人工 授精に よ る妊娠 5例 は Oday に 施行 した もの が 3例 ， ＋ 1　day が 1例 ，
＋ 2day が 1例 で あ つ

た ．

　以上 よ り撲卵 は 基礎体温上 Oday か ら十 2day に お こ る こ とが多く，人工 授精 の タ イ ミ ン グ は 一1day
か ら＋ 1day に 行 うの が最良で ある こ と が示 唆された．
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．
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hormone （LH ），　cervical 　mucus 　changes
，
　and 　basal　body　temperature （BBT ）was 　studied ，　 One　hundred 　and

eight 　cycles 　were 　examined 　in　forty−two 　infertile　patients．　 The　last　Iow　day　of　the　BBT 　curve 　was 　taken
as　day　zero ．

　
In　830f’　the　85　cycles

， 158　of　163　times，　follicles　could 　be　observed 　by　ultrasonography ．　 Follicular　rupture
was 　confirmed 　in　12　cycles ．　 The　mean 　diameter　of　the　follicles　measured 　the　day　before　estimated

ovulation 　was 　24．00±3．10mm （mean ± S．D．）．

　Serum　E21evels　were 　more 　than 　400pg／ml 　from　day − 2today − 1and 　the　peak　serum 　LH 　levels　occurred
on 　day　O、　 The　volume 　of　cerv ｛cal　muctis （C．M ．）was 　more 　than　100mm3　from　day − 2　to　day十 1，　 The
volume 　was 　decreased　in　clomid 　stimulated 　cycles 　and 　the 　C．M ．　displayed　a 　3十 ferning　23／28　cycles 　on ．day
O，

　Among 　5　pregnancies　induced　by　homologous　artificial　insemination（AI．H），．three　were 　done　on 　day − 2，
one 　on 　day 十 1　and 　one 　on 　day 十2．　 The 　best　time　to　do　AIH 　is　when 　serum 　E ， 玉s　more 　than　400pg／ml ，
serum 　LH 　is　more 　than　60m 　IU／ml ，　cervical 　mucus 　is　3十 feming

，
　and 　the　fo111cular　diaエneter 　is　nlore 　than

20mm ．
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　　　　　　　　　緒　　言

　不 妊症治療の 上で
， 排卵時期 を正確 に 予測す る

こ とは
， 人工 授精や 体外受精を行 うと ぎの 最も重

要な課題 の ひ とつ で あ る．従来は
， 基礎体温 ， 頸

管粘液の 性状が排卵予測 の 主なパ ラ メ ータ ーで あ

つ た が，現在で は radioimmunoassay （RIA ）法 に

よ り血 中ホ ル モ ソ （Estradiol　（E2）　luteinizing

Hormone （LH ）），
の 迅速測定 ， 超音波断層法に よ

る卵胞最大径の 測定が可能 とな り，こ れ らの 諸測

定値を 従来 の パ ラ メ
ータ ーに加 えて 判断す る こ と

に よ り， 正確 に排卵時期 が推定で きる と考 え られ

る．

　今回わ れわ れ は
， 基礎体温，頸管粘液性状， 血

中 E， ，
LH （1 日 1 回採血 ），卵胞最大径 の 4 つ の

パ ラ メ ータ ーの 関連性 に つ い て 検討 し
， 通常 の 外

来診療で の 排卵 日の 予測方法 に つ い て 若干 の知 見

を得た の で報告す る．

　　　　　　　 対象お よび方法

　対象 は 東北大学医学部産科婦人科不 妊症外来 で

配偶者間人工 授精に よ る治療 を行 つ て い る症例 28

例 ， お よび他の 原因の 不 妊症患者 の うち ， 基礎 体

温 に よ り排卵が確i認 され て い る 42症例 ，
108周期で

ある。年齢分布 は 22歳 か ら38歳で ，不妊期 間は 2

年か ら14年 で あ る．基礎 体温 の 低 温最終 日を O

day とし ，

− 3day か ら＋ 3dayの 頸管粘液性状 ，
血

中 E
、，
LH

， 超音波断 層法に よ る卵胞最大径 を 1 日

1 回外来に て 測定 した 。

　 1．卵胞最大径測定

　超 音 波 断 層 診 断 装 置 と し て Aloka 　SSD −256

（3．5MHz ）を使用 した 。検査 2 時間以上 前か ら排

尿を禁じ ， 午前 9時か ら午後 1 時の 間に 実施した．

まず膀胱 ， 子宮を確認後，卵胞を検索し
， 卵胞様

の 所 見が得 られ た 時に は後 日再検 し
， 基礎体温上

の 排卵期まで の 間 に最大径 の 増加す る こ とを確認

して 卵胞 と診断 し た ．

　2．血 中 E2
，
　LH の測定

　末稍血 を午前 9時か ら午後 1 時に 採血 し ， 血清

分離後
一20℃ で 保存 し ， 北里 パ イ オ ケ ミ カ ル ラ ボ

ラ ト リーズ （神 奈 川 県 相模 原 市）に 依 頼 し ，

radiQimmunoassay 法 に て 測定 した．

　 3。頸管粘液検査

　頸管粘液は外子宮 口 よ り ッ ベ ル ク リン 注射器 で

吸引し，量 を測定した あ と乾燥 さ せ 結晶度を（1）

〜（IV） の 5段階に 分 けて 顕微鏡下で 観察した ．

　　　　　　　　　成　　績

　 1．超音波断層法に よ る卵胞最大径

　i）検出率

　85周期 中83周期 （97．65％）に ，また 施行数163

回 の うち 158回 （96，93％）に卵胞 を確認で きた．

　ii）卵胞最大径の 変動 （図 1 ）

　
− 3day で は 16．50± 2 ．50mm

，

− 2　 day で

19，19± 3．21mm
，

− 1　 day で 22．68± 4．50mm ，　 O

day で 24．51± 3．67mm ， 十 1　day で 25．33± 3．09

mm を示 し ， 1回 0．82mm か ら3．49mm の 増加を

み た。また ， 超音波断層法か ら12例に
“

排卵
”

を

図 1　The 　relationsh 三p　of 　 rnaximum 　follicular

　diameter　on 　 ultrasonography 　to　time
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確認で き， 排卵前 日の 卵胞 最大径 は 24．00± 3．10

mm で あつ た （図 2）e 排卵の 確認は 卵胞の 消失 あ

る い は 卵胞壁 の 不 整化 ， 縮小を根拠 と した が ， 前

者が8／12 （67％），後者が 4／12 （33％）で あつ た ．

　 2．血 中 E2，
　 LH

　 17人 の 症例 か ら ， 廷 べ 37回採血
， 検査を した。

そ の 結果血 中 E2 は 一3　dayか ら400pg／ml 以上 の

値を示 したが ，明 らか な ピ ー
ク は 認め な か つ た．

’

血 中 LH は
一1　day か ら上昇 し は じめ，　 O　day に

ピ ーク を示 し ， それ 以後漸 次低下傾 向を示 した （図

3），

　 3．頸管粘液

　頸管粘液の 量を ク ロ ミ フ ェ ン 投与例 と非投与例

で 比 べ る と ， 投与例 で 減少 を認め （図 4）， 非投与

例 で は 一2　day か ら ＋ 1day ま で で 80％以上 が 100

図 3　 Changes　of　serum 　LH
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　　 図 4　　Changes　of 　cervical 　mucus 　volume
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　 図 5　 Rate　of 　more 　than 　100mm3 　in　C．M ．　 volume
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Mm3 以上 を示 した （図 5）．結晶度 （卅 ）以上は
一

2　day に 44．4％ ，

− 1　day セこ61．5％ ，　O　day に

82．1％ ，
十 1day に 71．4％ と Oday に 結晶度 （柵 ）

〜（IV）を認 め る確 率が高い こ とが 確認 され た （図

6）．

　4．AIH に よる妊娠 成功例 で の パ ラ メ ータ ー
の

検 討

　症例 A で は 頸管粘液量200mm3
， 結晶度 （卅 ），

卵胞直径29mm の 段階で Oday に 人工 授精を行つ

た （図 7）．症例 B で は 一1day，＋ 1day で 頸管粘

液量は 各 々 40。Mm3 ，100mm3 ， 結晶度（卅 ）・（卅 ），

卵胞直径23mm
，
　25mm で ＋ 1day に人工 授精を施

行 した （図 8）．

　症例 C で は基礎体温 は ゆ るやか な傾斜で 上昇 し

36．7
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図 6　 Changes　of 　FLP 　3十 and 　4十
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− l　　　　O　　　　十 1　　　→

−2　　　十 3　（Day ）

図 7　Pregnancy　by　AIH 　on 　day　O

AIH
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図 8　 Pregnancy　by　AIH 　on 　day 十 1
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36．7

図 9　 Pregnancy　by　AIH

A 旧

て お り， ＋ 2day に 人工 授精 を 行 つ て 妊娠 に 至 つ

て い る （図 9）．

　以上 よ り，以前の 基礎体温を参考 に し ，

− 3day

か ら頸管粘液結晶度，超音波断層法 に よる卵胞直

径，血 中 E2，　LH （迅速法測定可能 なら）を外来で

行い ，結晶度掛 以上 ， 卵胞直径 20mm 以上 ，血 中

E2400pg／ml 以上 ，
血 中 LH 　60mIU ／m1 以上 の 値

を示 し た ら排卵 の近 い こ とを考慮し，過去 の デ ー

タ を参考に して 人工 授精の タ イ ミ ン グを決定す る

の が最良 と思われ る．

　　　　　　　　　考　　察

　従来 よ り， 排卵予測 に用 い られ て きた基礎体温 ，

頸管粘液 に ，RIA 法に よる血中 E 、，LH ，更に超音

波断層法に よる卵胞最大径測定が 加わ る こ とで 排

卵時期予測 が よ り正確 に で きる よ うに な つ て き

た 。 こ こ で は 基礎体温上 ，低温最終日を Oday と

し て ，血 中 E， ，
LH 測定 ， 超音波断層法 に よ る排卵

前後 の 卵胞 の 観察， 頸管粘液性状の 検査を 行い ，

排卵 日を推定 して み た ．超音波 に よ る卵胞 測定 は

1978年以降 Hackelber，　BJ ．9）
に よ り発表 され ， 卵

胞最大径 卵胞破裂 （消失 ， 内部 エ コ
ー

の 増強，

卵胞壁 の 不 整化な どの 形態学的変化
11））を確認す

る こ と よ り，排卵 時期を推定で きる との 報告が な

され て い る．卵 胞 の 検 出 率は 35％ 「）
， 72，3％ 2）

，

100％12）
な どの 報告が な されて い る が，われ わ れ の

デー
タ で は 約97％で あつ た．器機の 種類 ， 改良 ，

膀胱充満度，熟練度に よ り更に確実性が増す もの

と思わ れ る．卵胞最大径は 一3day よ り 1 日O．82

mm か ら3。49mm ずつ 増加 し ， ＋ 1　day に 25．33±

3．09mm （n ＝26）と最大値 を示 し
，

ま た 超音波上

排卵を確認 した 前 日 の 卵胞最大径 は 24．00± 3．10

mm （n ＝ 12）で あつ た ．　 Renaud　et　a1．12）
は卵胞消

失前 日の 卵胞最大径は 2．7± O．3cm （n ＝ 18）で 卵胞

は 1 日0，3cm 増加す る と報告 し，　 Bryce　et　aL5 ）は

排卵 当 日の 卵胞最大径 は 24．6± 2．3mm （n ＝14），

Queenan　et　al．il）o＊21．1± 3．5mm （n ＝ 23）と報告

し て い る．以上 の よ うに 卵胞最大径 も21mm か ら

27mm ま で と幅が ある ．ま た わ れわ れの 成績で も

12例 中 2 例 が 排卵前 日20mm の 最大径 を 示 して

お り，prospective に 排卵を予測する場合 ，
20mm

を 目安にす る と，最大 4 日位 の ズ レ が生 じる可能

性がある．

　次に 血 中 E
，，

LH で あ る が Bryce　et　al．5）
に よ れ

ば血 中 E ，は 排卵前 日 に 1069± 274pmoles 〃，血 中

LH は排卵 日 に 42．6± 13．4mlU ／ml と ピーク を 示

した と報告して い る．Renaud　et　aL
’2｝は超音波上

の 排卵前 日， 当 日が基礎体温の 低温最終 日に あた

り，
血 中 LH ピ ー

ク は 排卵前 日に 7／10に 認 め ，血

中 E，
ピ ー

ク は排卵 2 日前 に 7／10に 認 め た と報告

し て い る．Robertson　et　al．
’ 3）は 拶卩胞の 最大値 ，血

中 E
、
の ピ ー

ク は 排卵 日 の 2 日前 か ら当 日 ま で の

間 に あ り，排卵前 日の 卵胞最大径は 25cm ， 血 中 E 、

ピ ーク は 1660P　moles 〃 と報 告 し て い る．わ れわ

れ の デ
ー

タ で は 明 ら か な ピ ーク を示 さ な か つ た

が
，
LH は Oday に ピ ーク を示 し た ．

　 頸管粘液 は Renaud　et　a1 ．4｝12）
に よる と排卵前 日

に 5／9，当 日に 4／9と， cervical 　score の 最高値を示

して い る．わ れわ れ の 成績で は 量は パ ラ ツ キ が多

く， 排卵 の 予測は 無理 で ，結晶度の 方 が よ く排卵

予測に 役立 つ 結果 が得られ た． ヒ トの 場合 ， 卵子

の 受精可能な時間が排卵後 8 〜12時間 で ，精子 の

受精能力保持時間が 30〜40時間 とい わ れ て い る，

ln　vivo で は受精現象は卵管峡部 に と どま つ て い

た精子が排卵を機に 卵管膨大部 に ひ き こ まれて お

こ る と の 説が有力視 され て い る こ とか ら ， 受精能

獲得時間 を考慮す る と ， 排卵前 日 か ら数時間前 に

人工 授精を行 うの が最適 と考 えられ る ．

　 以 上 よ り 人 工 授 精 を 実 施 す る 場 合 ，

retrospective に基礎体温 か ら排卵 日を推定 し，そ

の 3 〜 4 日前か ら卵胞最大径，RIA 法 （迅 速測定

法）に よ る血 中 E2
，
LH を測定 し ， 頸管粘液を参考

に し て 卵胞直 径 20mm 以上，血 中 E ，
　 peak の 1
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〜 2 日後血 中 LH 　peak の 当 日を 目安に す る の が

現時点で 最 も優 れた 方法 と思わ れ る ．しか しな が

ら現在 ， 体外受精で 3 〜 4 時間 ご とに 採尿 し て
，

尿中 LH サ ージ の 始 ま りか ら26〜28時ren6）rs ）で ，

ある い は HCG 注射 後36〜38時間
14｝で 卵採取 が お

こ なわ れ て お り，外来 レ ベ ル の 1 日 1 回の 検査の

み で は よ り正確 な排卵時 期予測 は 不 可能で あ る

為 将来 もつ と簡単で迅速な精度 の よ い 方法が望

まれ る．
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